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本マニュアルについて 

 

 

ReadyNAS Replicateユーザマニュアルは、ReadyNAS Proシリーズ, 1500, 2100, 

3100, 3200, 4200 を利用したリモートバックアップのソフトウェア構成手順を

記載し、その手順の範囲内で利用できるオプションを説明いたします。 

 

 

 

 

  



 

Chapter 1 

はじめに 

 

ReadyNAS Replicate とは                         

 

ReadyNAS Replicate（レディナス・レプリケート）は、ReadyNAS Remote が持

つ「安全にリモートアクセスを実現する」テクノロジーを使い、遠隔地に設置

した ReadyNAS 同士のバックアップを FireWall のルールを変更することなく、

インターネットを経由したモートバックアップを実現するソフトウェア製品で

す。 

お使いの ReadyNAS の台数分ライセンスを購入頂くことで、ReadyNAS 同士の安

全なバックアップが実現できます。 

インターネットを経由するバックアップは、ReadyNAS 同士が自動的に設定する

VPN トンネルを通して行われます。 

 

 

 

 

 

  



 

アーキテクチャーとデザイン                       

 

ReadyNAS Replicate をインストールした ReadyNAS は、Internet上に公開され

ている ReadyNAS Replicateサイトに接続します。 

バックアップの設定とスケジューリングは、ReadyNAS Replicate サイトのウェ

ブブラウザ画面で集中管理が可能となりますので、Internet へ接続されている

環境であれば、どこにいてもバックアップの管理を行うことが可能です。 

 

ReadyNAS と ReadyNAS Replicateサイト間の通信は 256bit SSLで接続し、セキ

ュリティを保ちます。 

また、バックアップの設定とスケジューリングが完了し、ジョブが実行される

と、ストレージ間は AES 128bitの VPNトンネルを利用し直接データの送受信を

行います。 

 

お客様のデータは、ReadyNAS Replicate サイトを介さず直接通信を行いますの

で、運用者がデータを盗聴することは出来ません。 

 

ReadyNAS Replicateを利用する際の必要な環境は以下になります。 

- ReadyNASをインターネット接続可能な環境へ設置する。 

- バックアップ設定を行うＰＣをインターネット接続可能な環境へ設置す

る。 
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ReadyNAS の管理                             

 

ReadyNAS Replicateの特長として、Internet を経由したバックアップ以外にも

挙げられる点としては、集中管理が行えるということです。 

 

拠点に分散されたＮＡＳを一か所から、バックアップ設定、スケジューリング

設定、リストアが行えますので個別に設定する必要はなく、バックアップにか

かる管理コストを下げることが可能です。 

 

また、必ずしも Internetを介す必要はないので、例えば部署ごとに設置してあ

る、ＬＡＮで接続された複数台のＮＡＳを一か所で管理することも可能です。 

 

 

 

 

 

  



 

Chapter 2 

セットアップ 

 

アカウントの作成                            

 

以下の URL へ接続し、「Join Now」をクリックし ReadyNAS Replicate 用のアカ

ウントを作成いたします。 

 

https://www.replicate.readynas.com/ 

 

※ReadyNAS Remoteのアカウントをお持ちの方は、供用することが出来ますので、

アカウントを作成する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 

https://www.replicate.readynas.com/


 

以下の必要項目を入力し、「I accept Create my account」をクリックします。 

 

・First Name:   

・Last Name:   

・ReadyNAS Remote User ID:   

・Email address: バックアップ終了の通知などが送られます。 

・Password:  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 



 

アプリケーションのインストール                     

 

以下の URL へ接続し、「Download」をクリックし ReadyNAS Replicate アドオン

ソフトをダウンロードします。 

 

https://www.replicate.readynas.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ReadyNASの Web管理画面にログインし、ReadyNAS Replicateアドオンソフトを

選択後、ベリファイしインストールを実行します。 

 ※ReadyNASの最新ファームウェアは、2011年 7 月 1日時点で RAIDiator 

4.2.17になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 

https://www.replicate.readynas.com/


 

アプリケーションの起動と設定                      

 

ReadyNAS Replicateアドオンソフトは、インストール後自動的に起動します。 

設定は「Manage ReadyNAS Replicateをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Device Registration」の設定項目で、送られてきたランセンス・お客様情報

を入力し、登録を行います。 

 ※評価ライセンスでご利用の場合はライセンスキーを入力せずに、お客様情

報のみを入力し、ライセンス条項の承認と「45 day trial」をクリックして

ください。 

 

 

  

クリック 



 

作成したアカウントとパスワードを入力し、「Register to ReadyNAS Replicate」

をクリックします。 

 

 

 

以下のようにメッセージが表示されると、ReadyNAS Replicate サイトへの接続

は完了です。 

 
 

 

もう一台の ReadyNAS に対しても同様に Replicate Add-On のインストールを行

ってください。 

 ※１つのアカウントで複数の ReadyNASを管理する為、本書の手順でアカウン

トを作成している場合は、２台目用のアカウントの作成は必要ありません。 

  



 

Chapter 3 

バックアップ設定 

 

ReadyNAS Replicate サイトへの接続                    

 

レプリケーションの設定は、以下のサイトにログインすることにより設定を行

います。 

 

https://www.replicate.readynas.com/ 

 

IDと Passwordを入力し、「Sign in」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.replicate.readynas.com/


 

ログインに成功すると、以下のページが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ReadyNAS Replicate のバックアップについて                

 

ReadyNAS Replicateには、２通りのバックアップ方法が提供されていますので、 

バックアップの運用方法にあったものを選択してください。 

 

・Backup Data  ：バックアップ対象をフォルダごとに選択 

・Backup System ：バックアップ対象を ReadyNAS単位で選択 

 

なお、ReadyNAS Replicate はインターネットを介してデータを送受信する為、

バックアップの完了時間はデータ量と通信環境に依存いたします。 

  



 

Chapter 4 

Backup Data の設定 

 

バックアップ対象の設定                         

 

「Tools」>「Backup Data」をクリックし、バックアップ対象の NASとフォルダ

を選択します。次に、バックアップ先の NAS とフォルダを選択します。 

新たにフォルダを作成する場合は「New Folder」をクリックし、新たにフォル

ダを作成してください。 

設定後、「Next」をクリックします。 

 

 
 

  



 

バックアップスケジュールの設定                     

 

バックアップの開始日時とバックアップのスケジュール設定を毎時・毎日・毎

週・毎月・カスタムの中から選択し、開始時刻の設定を行います。 

設定後、「Next」をクリックします。 

 

※ 開始時刻は US 時間となりますので、日本でご利用になる場合には、実施時

間から 17時間(４月第１日曜から１０月最終日曜までは、サマータイムのた

め時差が１６時間になります)を引き設定してください。 

 

Snapshotのサイズ、バックアップの世代数、圧縮の有無を選択し「Apply」を実

行します。 

 



 

Chapter 5 

Backup System の設定 

 

バックアップ対象の設定                         

 

「Tools」>「Backup System」をクリックし、バックアップ対象の NASを選択し

ます。次に、バックアップ先の NASとフォルダを選択します。 

新たにフォルダを作成する場合は「New Folder」をクリックし、新たにフォル

ダを作成してください。 

設定後、「Next」をクリックします。 

 

 
 

 

  



 

バックアップスケジュールの設定                     

 

バックアップの開始日時とバックアップのスケジュール設定を毎時・毎日・毎

週・毎月・カスタムの中から選択し、開始時刻の設定を行います。 

設定後、「Next」をクリックします。 

 

※ 開始時刻は US 時間となりますので、日本でご利用になる場合には、実施時

間から 17時間(４月第１日曜から１０月最終日曜までは、サマータイムのた

め時差が１６時間になります)を引き設定してください。 

 

Snapshotのサイズ、バックアップの世代数、圧縮の有無を選択し「Apply」を実

行します。 

 



 

バックアップ実行結果の確認                       

 

レポートをクリックし、レポートの内容を選択すると、バックアップジョブの

結果と詳細を表示することが出来ます。 

 

 

 

 

  



 

Chapter 5 

リストア 

 

Backup Data のリストア                         

 

「Data Restore」をクリック後、以下の項目を選択し「Apply」を実行します。 

 

‐Restore: データをバックアップした ReadyNAS 

‐Data: リストアするファイルまたは、ディレクトリの選択 

‐Alternative: バックアップを行った NAS以外にもファイルをリストアするこ

とが可能です。ただし、ディレクトリ構造も含めて戻されるため、事

前にリストア先に同じディレクトリ構成でフォルダが存在すること

を確認してください。 

 

 

 

  



 

Backup System のリストア                         

 

「System Restore」をクリック後、以下の項目を選択し「Apply」を実行します。 

リストア後は、NASのリブートが必要となります。 

 

‐Restore: システムをバックアップした ReadyNAS 

‐Data: リストアするデータの選択 

‐Alternative: バックアップを行った NAS以外にもシステムをリストアするこ

とが可能です。 

 

 

 


